
2024 年 11 月 14 日 14：00～15：00 

2024 度第 1 回介護医療連携推進会議議事録 

参加：庚午包括支援センター 岡田様、訪問看護草津かもめ 村上様、くさつ 24 西村 

生協くさつ 24 山口 

欠席：地区社会福祉協議会会長 門脇様、民生委員児童委員 景山様 

草津東町内会会長 倉田様 

1. はじめに 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、訪問介護・訪問看護が 24 時間連絡体制で在宅

生活を支えるサービスです。重度者をはじめとした要介護高齢者や医療ニーズが高い高齢

者に対して在宅生活を 24 時間支えています。くさつ 24 は開所して 7 年たちました。 

2. 利用状況（2024/4～2024/10） 

 介 1 介 2 介 3 介 4 介 5 計 平均介護度 

4 月 3 名 2 名 2 名 3 名 3 名 13 名 3.14 

5 月 3 名 2 名 2 名 1 名 2 名 10 名 2.7 

6 月 3 名 2 名 1 名 1 名 2 名 9 名 2.66 

7 月 3 名 3 名 1 名 1 名 2 名 10 名 2.6 

8 月 3 名 3 名 1 名 1 名 2 名 10 名 2.6 

9 月 3 名 3 名 1 名 2 名 2 名 11 名 2.72 

10 月 3 名 3 名 1 名 2 名 2 名 11 名 2.72 

・同居家族あり 3 名、独居 8 名 

・訪問地域：事務所から 30 分で訪問できる範囲 

西区 9 名（草津 1、庚午 3、鈴が峰 2、井口 1、山田 2） 

佐伯区 2 名（楽々園 1、石内 1） 

・訪問看護：自法人 5 件、他法人 6 件（連携事業所 18 か所） 

定期訪問看護あり 8 件、アセスメントのみ 1 件、医療保険 2 件 

・居宅介護支援事業所：自法人 1 件、他法人 10 件 

・疾患別の人数：脳出血・左片麻痺後遺症 1 人（介 4）、脳出血・軽度右麻痺・認知症 1 人

（介 5）、高血圧・腰椎圧迫骨折 1 人（介 3）、アルツハイマー型認知症 1 人（介 1）、認知

症・高血圧・糖尿病 2 人（介 2、介 1）、パーキンソン病 2 人（介 1、介 2）、脳梗塞・左上

下肢麻痺・高次脳機能障害 1 人（介 5）、変形性膝関節症・腰椎側弯症 1 人（介 2）、慢性腎

不全・慢性心不全 1 人（介 4） 

（2024/10/31 現在） 

運営状況等は報告書にまとまっており分かりやすかった。 

 

 

 



3. 緊急通報 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

転倒・転落 11 回 19 回 13 回 9 回 5 回 1 回 4 回 

排泄 13 回 8 回 14 回 11 回 3 回 7 回 10 回 

体調不調 16 回 24 回 19 回 19 回 8 回 10 回 13 回 

不安（寂しい） 0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 0 回 

その他 3 回 2 回 8 回 5 回 5 回 6 回 8 回 

・転倒・転落について、パーキンソン病のため転倒リスクがある利用者の対応。 

・定期訪問以外の時間での排泄の対応。 

・体調不良、不安（寂しい）について、起居動作ができない方からテレビのリモコンが床に

落ちた、タバコが落ちた、湿布を貼り換えて欲しい、靴下を脱がしてほしいなどの呼び出し

があります。 

緊急時の対応について、すぐに来てもらえるその為に契約をしているというご利用者の思

いがあることを口頭で説明しました。 

4．別紙資料参照 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護とは？どのように定巡を利用すればいいのか？ 

 別紙資料で説明しました。 

 最近の傾向として、あれもこれもして欲しいと家族の要求がある。介護保険で出来なき事

もある。ご本人ができることを奪ってしまいADLが落ちたケースがある事を説明しました。 

定期巡回の適正人数と訪問回数は？とのご質問をいただきました。介護度・訪問回数によっ

て変わってくると説明しました。ご利用者のニーズを出来ることのすり合わせが大事。利用

の仕方（料金や対応に関して等）知っていただく事が一番。とのご意見をいただきました。 

草津かもめ 村上所長より、介護度が適正ではないケースがある。 

5. まとめ 

4 月から件数が減っています。5 月に五日市に看護小規模多機能コープ五日市といつかい

ち 24 が開設し、五日市方面の方４名移行し、その後新規相談がピタリと止まりました。4

月～10 月までに 8 件の相談があり、新規は 7 月に 1 件、9 月に 1 件あり、退院直後で自宅

での生活が不安で独居の方です。新規に繋がらなかった理由は施設入所になった、定期巡回

を利用すると他事業所の訪問介護が入れない、家政婦さんとヘルパーステーション対応に

変更、男性スタッス NG、要支援の方の為受けられない等でした。 

病院相談室と居宅へ 5 月 10 件、6 月 9 件、7 月 3 件、広報活動に行き新規相談をしてい

ただけるようスタッフ全員で努めています。 

 2024 年度の介護報酬改定で総合マネジメント加算が見直され総合マネジメント強化加算

（Ⅰ）を取得しています。日々の多職種との連携、地域との連携や環境に合わせた計画に取

り組んでいきます。 

・地域の方の参加等あればより会議内容が深まったのではないか。 

・自立支援という基本を念頭に日々支援している様子が伺えた。 

・一時的に厳しい経営状況となっているが少しずつ件数が回復してきていると思う。 

・自立支援とゆう視点でサービスをされているので普通のヘルパーさんとの違いを理解し

てもらった上で利用していただけたら良いと思う。 


